坂出市新庁舎建設庁内検討委員会設置要綱　　　　　　　　　　　　　　　
（設置）
第１条　新庁舎の建設に関し，必要な事項を調査検討するため，坂出市新庁舎建設庁内検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。
（所掌事項）
第２条　委員会は，次に掲げる事項について検討する。
　（１）現庁舎の問題点に関すること。
（２）新庁舎の建設に係る基本的方向に関すること。
（３）その他新庁舎建設に必要な事項に関すること。
（組織）
第３条　委員会は，委員長，副委員長および委員をもって組織する。
２　委員長には副市長を，副委員長には総務部長をもって充て，委員には市民生活部長，健康福祉部長，建設経済部長，出納局長，教育部長，議会事務局長，市立病院事務局長，消防長，水道局長および政策課長の職にある者をもって充てる。
（職務）
第４条　委員長は，委員会を代表し，会務を総理し，会議の議長となる。
２　副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故あるとき，または欠けたときは，その職務を代理する。
（会議）
第５条　委員会の会議は，必要に応じて委員長が招集する。
２　委員長は，委員が会議を欠席する場合には，当該委員の代理者の出席を求めることができる。
３　委員長は，会議の運営上必要があると認めるときは，委員以外の者に出席を求め，その説明または意見を聴くことができる。
（作業部会）
第６条　委員会における所掌事項について資料収集，分析等を行い，委員会の討議に資するため，委員会に作業部会を置く。
２　作業部会は，部会長，副部会長および部会員をもって組織する。
３　部会長には総務課長を，副部会長には建設課長をもって充て，部会員には秘書広報課長，職員課長，危機監理室長，税務課長，市民課長，人権課長，環境交通課長，生活課長，けんこう課長，ふくし課長，こども課長，かいご課長，産業課長，みなと課長，都市整備課長および学校教育課長の職にある者をもって充てる。
４　前項に掲げる者のほか，必要に応じて，関係職員を臨時の部会員に充てることができる。
５　部会長は，部会を招集し，会議の議長となる。
６　部会長は，部会員が作業部会を欠席する場合には，当該部会員の代理者の出席を求めることができる。
７　部会長は，会議の運営上必要があると認めるときは，部会員以外の者に出席を求め，その説明または意見を聴くことができる。
８　副部会長は，部会長を補佐し，部会長に事故あるとき，または欠けたときは，その職務を代理する。
（庶務）
第７条　委員会および作業部会の庶務は，総務部総務課において処理する。
（その他）
第８条　この要綱に定めるもののほか，委員会および作業部会の運営について必要な事項は，委員長が別に定める。
付　則
　この要綱は，平成２４年２月　１日から施行する。
付　則
　この要綱は，平成２４年１０月２６日から施行する。
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